
○今までの兵庫型「体験教育」では・・・

○今までの兵庫型「体験教育」では・・・

○身近な自然体験も含め、自然の中で活動する青少年が減少している。

○青少年同士がかかわる活動をする小・中学生の割合が減少している。

「子どもの現状から見る課題＊」と「今までの兵庫型『体験教育』における取組結果」の対応
＊中央教育審議会Ｈ１９．１「次代を担う自立した青少年の育成に向けて」より

７割以上の子どもが、「自然学校」によって自
然に対する興味・感心を高めている。

「自然学校」や「トライやる・ウィーク」により、青
少年同士の関わりが高まる。

国立青少年教育振興機構
「子どもの体験活動の実態に関する調査研究」Ｈ２２．５

自然に対する興味・関心が高くなった
（保護者）
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24.5%
0.1%

とてもそう思う

まあ思う

あまり思わない

全く思わない

自然学校評価検証委員会「自然学校２０年目の検
証 生きる力を育む自然学校」Ｈ２０．３

（注）３学年計：学年計小4、小6、中2生の合計
独立行政法人国立青少年教育振興機構国立オリンピック記念青少年総合センター『平成17年度青少年の自然体験活動等に関

する実態調査』報告書 平成17年度調査』Ｈ18年

「トライやる・ウィーク」評価検証委員会
地域に学ぶ『トライやる・ウィーク』－１０
年目の評価検証（報告）」Ｈ２０．３

ボランティアの大学生と十分コミュニケーションがとれた
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友達の数が増えた
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そう思わない

無回答

ひょうご震災記念２１世紀研究機構
「平成１９年度自然学校、トライやる・
ウィーク等兵庫型体験学習の効果、評価の
分析調査研究報告書」Ｈ２０．３

太陽が昇ることろや沈むところをみたこと
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弱いものいじめやケンカをやめさせたり注意したこと
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「子どもの現状から見る課題＊」と「今までの兵庫型『体験教育』における取組結果」の対応

○今までの兵庫型「体験教育」では・・・

○今までの兵庫型「体験教育」では・・・

＊中央教育審議会Ｈ１９．１「次代を担う自立した青少年の育成に向けて」より

９割以上の中学生が「トライやる・ウィーク」に
より、社会のルールやマナーの大切さを理解
するようになっている。

○近所の大人から叱られたり助けられたりした経験
のある青少年が少ない。

○６割の保護者が社会のルールやマナーの指導を
学校に期待している。

５割以上の中学生が「トライやる・ウィーク」に
よって、大人とのつきあいに積極的になったと
感じている。

NHK放送文化研究所『中学生・高校生の生活と意識調査』Ｈ１５

国立青少年教育振興機構Ｈ２２．５
「子どもの体験活動の実態に関する調査研究」

先生や親以外の大人とのつきあいが積極的
になった
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社会のルールやマナーの大切さがわかった
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「トライやる・ウィーク」評価検証委員会
地域に学ぶ『トライやる・ウィーク』－１０年
目の評価検証（報告）」Ｈ２０．３

「トライやる・ウィーク」評価検証委員会
地域に学ぶ『トライやる・ウィーク』－１０
年目の評価検証（報告）」Ｈ２０．３

近所の人に叱られたこと
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「自然学校」「トライやる・ウィーク」実施直後の児童生徒アンケート結果

自信がついた
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7%
0% そう思う

どちらかといえばそ
う思う
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う思わない

そう思わない

無回答

自分の良さに気づくなど新しい自分を発見した
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う思わない

そう思わない

無回答

住んでいる地域のよさ、すばらしさを感じた
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まかされた活動（仕事）に責任を感じた
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自分の役割や係の仕事はみんなのためになっている
と感じますか
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みんなと協力しあって活動するようになりましたか
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初めてのことを自分からやってみようと思う気持ちが
増えましたか
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「自分はこれならできる」という自信のあるものが
できましたか
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自然学校

トライやる・ウィーク

兵庫県教育委員会「生きる力をはぐくむ体験活動」平成１２年２月

「トライやる・ウィーク」評価検証委員会
「地域に学ぶ『トライやる・ウィーク－１０年目の評価検証（報告）」
平成２０年３月



兵庫型「体験教育」に関するアンケート結果　経年比較（自然学校）

グラフ１～７：
南但馬自然学校「平成１５・１６年度研究紀要」
　自然学校が与えた影響について
　　　　　　　　　～平成８年度の調査と比較して～

１　終えたときの気持ち（児童）
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２　もう一度自然学校を体験したいか（児童）
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５　自然学校を体験させて良かったか（保護者）
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３　自然学校の中で、自分で自分をほめたいこと
があったか（児童）
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４　自然学校をきっかけにやり始めたことで続けている
ことがあるか（児童）
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６　気づいたり、考えたり、感じたことがあるか（保護者）
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７　子どもに変化があったか（保護者）

47.7%
60.6%

52.3%
39.4%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

平成８年度 平成１６年度

ない

ある



兵庫型「体験教育」に関するアンケート結果　経年比較（トライやる・ウィーク）

グラフ１～６：兵庫県教育委員会「平成21年度地域に学ぶ『トライやる・ウィーク』のまとめ」Ｈ２２．３

１　自分の取り組む内容について、事前、期間中に家
庭で話し合いましたか〈生徒）
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た

２　「トライやる・ウィーク」の活動で、自分の考え方や
行動に影響があったと思いますか〈生徒）
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３　期間中にあなたのお子さんと、この活動について話
し合われましたか（保護者）
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４　あなたは、この活動をとおして、お子さんに対する
見方が変わりましたか（保護者）
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５　「トライやる・ウィーク」実施にあたり、生徒ひとりひと
りを大切にした取組ができましたか（教職員）
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できた
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６　「トライやる・ウィーク」がこれからの教育活動を考
える契機になりましたか（保護者）
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不登校・長期欠席者について

不登校生徒の「トライやる・ウィーク」参加状況及び実施後の登校状況
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平成２１年３月
「地域に学ぶ『トラ
イやる・ウィーク』
１０年目の評価・検
証（報告）」

平成２１年
学校基本調査

平成２１年
学校基本調査

平成２１年８月４日
兵庫県教育委員会
高校教育課記者
発表資料

小学校不登校児童率の推移
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